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『秋来ぬと 目にはさやかに 見えねども・・・』 

校長 仁科 良久 

 

 いよいよ 2 学期がスタートしました。今年は、大変暑い夏となりましたが、幸いにも本校では

大きな事故やけがの連絡も無く、長い夏休みが無事に過ぎていきました。 

 まだまだ残暑は続きそうですが、子どもたちには、気持ちを新たに、それぞれの目標に向かっ

て進んでほしいと思います。 

 さて、９月になると「秋といえば・・・」という話題をよく耳にします。「食欲の秋」「スポーツの秋」

などのように、健康でポジティブな秋を満喫できることが一番なのですが、今回は秋ならでは

の気分や気持ちについて考えてみたいと思います。 

 よく、「秋になると、もの悲しくなる」「なんだか寂しく、不安に感じる」という話を聞きます。こ

れは、医学的にも根拠があるもので、誰しも感じる可能性のあることだそうです。 

 こんな時に必要となるのが、「支えてくれる存在」です。しかし、「支える」という行為は、意外

に難しいことです。「なんでも同調したり手助けしたりすること」ではありません。「おせっかい」

になってもいけません。では・・・。そこで、私自身がヒントにしている短歌を紹介します。 

 

 「ドラえもん 話を聞いて そばにいて ひみつ道具は 出さなくていい」  

                             出典：『ドラえもん短歌』（小学館文庫） 

 

 いかがでしょうか。支えるとは、寄り添うだけでいいのかもしれません。何か特別なアドバイス

や献身ではなく、その人が必要とするときに、いつでも「話を聞く」「そばにいる」存在であるこ

とこそが、支えるということなのかもしれません。いつも、これならできそうだ、と考えています。 

 二学期も、教職員一同、精一杯子どもたちに寄り添ってまいります。 

 保護者の皆様におかれましても、引き続きのご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

                                    創立５０周年記念 マスコットキャラクター 

が決まりました！ 

                                      

                                                  「むこた」 です。 

よろしくおねがいします。 

  

◎９月の主な学校行事◎ 

 １日（月） 実力考査（全学年） 

１０日（水） 生徒総会 

25日（木） わくわくオーケストラ 

（１年） 


